
　

私
は
東
海
大
学
医
学
部
付

属
病
院
で
臨
床
倫
理
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）

を
担
当
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｃ

は
、
医
療
や
ケ
ア
の
現
場
に

お
い
て
倫
理
的
問
題
に
直
面

し
た
人
た
ち
が
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
活
動
の
こ
と
で
、
病

院
機
能
評
価
に
お
い
て
臨
床

倫
理
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
Ｃ
Ｅ

Ｃ
を
行
っ
て
い
る
病
院
は
増

加
し
て
い
る
。

　

私
が
臨
床
倫
理
学
に
出
会

っ
た
の
は
２
０
０
４
年
で
あ

る
。
東
京
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
に
生
命
・
医
療
倫

理
人
材
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｃ

Ｂ
Ｅ
Ｌ
）
が
設
置
さ
れ
、
生

命
・
医
療
倫
理
学
入
門
コ
ー

ス
を
始
め
る
と
い
う
報
道
を

見
て
す
ぐ
に
申
し
込
み
、
４

ヶ
月
間
毎
週
本
郷
に
通
っ

た
。
２
０
０
１
年
に
北
里
研

究
所
病
院
に
異
動
し
て
以

来
、
総
合
内
科
、
在
宅
医

療
、
緩
和
ケ
ア
、患
者
安
全

と
、関
心
が
拡
散
し
た
私
に

と
っ
て
、
臨
床
倫
理
学
は
医

療
・
ケ
ア
を
考
え
る
基
盤
と

な
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
で
出
会
っ

た
人
た
ち
は
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
っ
た
。そ
し
て
、

に
わ
か
勉
強
の
私
に
、
歴
代

の
病
院
長
で
あ
る
土
本
寛
二

先
生
、
山
田
好
則
先
生
、
渡

辺
憲
明
先
生
が
、
臨
床
倫
理

や
患
者
安
全
の
責
任
者
と
し

て
実
践
の
場
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
。

　

２
０
０
８
年
に
北
里
研
究

所
病
院
で
Ｃ
Ｅ
Ｃ
を
始
め
た

時
、
医
療
倫
理
学
や
臨
床
倫

理
学
の
優
れ
た
教
科
書
は
あ

っ
た
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
の
実
務
や

倫
理
理
論
を
現
実
の
問
題
の

解
決
の
た
め
に
ど
う
適
用
さ

せ
る
の
か
を
示
す
教
科
書
は

乏
し
く
、
試
行
錯
誤
が
続
い

た
。
そ
の
経
験
を
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｌ

以
来
の
仲
間
と
共
に
「
倫
理

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
２
０
１
９
）

と
「
倫
理
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
・
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」（
２

０
２
０
）
と
し
て
書
籍
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

法
令
で
規
定
さ
れ
て
い
る

研
究
倫
理
委
員
会
と
異
な

り
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
の
母
体
と
な
る

こ
と
が
多
い
臨
床
倫
理
委
員

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
明

確
な
基
準
が
な
い
た
め
、
今

後
は
臨
床
倫
理
委
員
会
の
標

準
化
に
も
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、
暗
中
模
索
で
偶
然
に

恵
ま
れ
て
何
と
な
く

"physician-ethicist"

と
な

っ
た
自
分
で
は
あ
る
が
、
後

進
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
確
立
す
る
こ
と
も
使
命
だ

と
考
え
て
い
る
。

（
東
海
大
学
医
学
部

�

竹
下　

啓　

72
回
）
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慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
水
）よ
り
1

月
4
日（
月
）の
間
、休
診
と
な
り
ま
す
。

病　

院　

長

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医

学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞

授
賞
式
」
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

�

医
学
部
長　

天
谷　

雅
行

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
た
め
、
関
係
者
の
み
で
執

り
行
い
、
式
典
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
［
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
］
で
配
信
い
た
し
ま
す
。
以
下
よ

り
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞�

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

　
　
　
　
　

日　
　
　
　
　

時　

２
０
２
１
年
1
月
5
日
（
火
）
11
時
か
ら
12
時
30
分

　
　
　
　
　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｉ
Ｄ　

870 0874 4733

　
　
　
　
　
　

（
配
信URL��https://keio-univ.zoom.us/j/87008744733

）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
ウ
イ
ル
ス

ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
る
院
内
感
染
対
策

小
崎 
健
次
郎（
68
回
）

武
内　

 
俊
樹（
81
回
）

臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー

小
児
科

第
１
０
０
回

慶
應
医
学
会
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

　

本
年
度
は
第
１
０
０
回
の

記
念
す
べ
き
節
目
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
発
生
に
よ
り
一
旦
は
開
催

が
断
念
さ
れ
た
。
し
か
し
、

天
谷
医
学
部
長
よ
り
ｗ
ｅ
ｂ

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
で
、
医

学
会
そ
し
て
社
会
の
最
大
関

心
事
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
し
て
講
演

会
を
企
画
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
関
係
者
の
深
い
ご
理

解
の
下
、
開
催
が
決
定
さ
れ

た
。
先
端
医
学
研
究
所
佐
谷

秀
行
と
感
染
症
学
教
室
の
長

谷
川
直
樹
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
を
務
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作

成
さ
れ
た
。

　

11
月
21
日（
土
）の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
当
日
は
、
総
合

医
科
学
研
究
棟
１
階
ラ
ウ
ン

ジ
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て

開
催
さ
れ
、
天
谷
学
部
長
の

ご
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
行
政

や
公
衆
衛
生
、
基
礎
医
学
、

臨
床
医
学
な
ど
の
視
点
か
ら

６
名
の
先
生
方
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
。
ま
ず
２
０
１

７
年
よ
り
厚
生
労
働
省
初
代

医
務
技
監
を
お
勤
め
に
な
ら

れ
た
鈴
木
康
裕
先
生
（
現
厚

労
省
顧
問
）
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生

時
か
ら
対
策
に
当
た
っ
て
来

ら
れ
た
ご
経
験
を
元
に
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
全
般
に
わ
た
る

お
話
を
大
変
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
た
だ
い
た
。
依

然
不
明
点
、
不
確
定
要
素
は

多
い
も
の
の
必
ず
本
疾
患
を

克
服
で
き
る
道
が
開
か
れ
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
る
素
晴
ら

し
い
御
講
演
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
世
界
的
ウ
イ
ル
ス

学
者
で
あ
る
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
の
河
岡
義
裕
先
生

か
ら
は
、
武
漢
株
と
欧
州
株

の
感
染
性
の
違
い
、
人
形
の

頭
部
に
手
作
り
の
気
管
と
人

工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
呼
吸

運
動
と
咳
を
誘
発
し
ウ
イ
ル

ス
を
含
む
飛
沫
を
発
生
さ
せ

る
モ
デ
ル
に
基
づ
く
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
マ
ス
ク
の
意
義
、
人

か
ら
猫
へ
、
猫
か
ら
猫
へ
の

感
染
、
抗
原
検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
感
度
の
違
い
を
生
か

し
た
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

法
、
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
圧
倒

的
な
ご
自
身
の
研
究
成
果
が

示
さ
れ
、
聴
衆
は
大
き
な
感

銘
を
受
け
た
。

　

前
半
最
後
は
東
京
大
学
公

共
政
策
大
学
院
の
鎌
江
伊
三

先
生
か
ら
、
現
在
注
目
さ
れ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
諸
検
査
に
関
し
て
検
査

前
確
率
の
重
要
性
や
感
度
・

特
異
度
と
陽
性
的
中
率
・
陰

性
的
中
率
と
共
に
、
偽
陽
性

と
偽
陰
性
の
意
義
な
ど
検
査

に
際
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

留
意
点
が
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
た
。
特
に
偽
陰
性
を

減
ら
す
た
め
、
検
査
の
精
度

を
高
め
医
療
経
済
的
評
価
を

鑑
み
な
が
ら
複
数
回
の
検
査

を
行
う
重
要
性
が
示
さ
れ

協
力
し
て
前
向
き
臨
床
試
験

を
き
ち
ん
と
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

最
後
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋

地
区
事
務
局
長
で
あ
る
葛
西

健
先
生
に
マ
ニ
ラ
か
ら
ご
参

加
頂
き
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19

に
対
峙
し
て
ゆ
く
た
め
に
日

夜
進
め
ら
れ
て
い
る
国
際
的

な
取
り
組
み
を
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
。
国
境
を

た
。

　

後
半
は
、
ま
ず
、
呼
吸
器

内
科
の
福
永
興
壱
先
生
か
ら

呼
吸
器
内
科
、
救
急
科
を
中

心
に
全
診
療
科
の
協
力
体
制

の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
慶
應

義
塾
大
学
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
︲
19
の
診
療
体
制
や
病

院
・
医
学
部
が
一
致
団
結
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な

感
染
対
策
、
基
礎
医
学
分
野

と
臨
床
医
学
分
野
が
一
体
に

な
り
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
の
研

究
に
取
り
組
む
ド
ン
ネ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
話

し
を
伺
っ
た
。

　

つ
い
で
東
京
都
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
︲
19
対
策
で
重
責
を
担

わ
れ
て
い
る
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
曲
貴
夫

先
生
か
ら
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

︲
19
の
病
態
を
踏
ま
え
た
最

新
の
治
療
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
が
、
新
興
感
染
症
が
発
生

し
た
時
こ
そ
、
正
し
い
方
向

性
を
見
出
す
た
め
に
も
皆
で

こ
え
る
感
染

症
の
制
圧
に

は
、
様
々
な

視
点
、
角
度

か
ら
他
者
に

思
い
を
馳

せ
、
相
互
の

理
解
を
深
め

る
こ
と
の
意

義
が
実
感
さ

れ
た
。

　

企
画
を
進

め
る
頃
は
緊

急
事
態
宣
言

も
解
け
、
ほ

ぼ
患
者
の
発

生
も
無
く
な

っ
て
い
た

が
、
そ
の
後

患
者
数
は
増

加
し
、
実
際
に
は
ま
さ
に
第

3
波
の
真
っ
只
中
で
の
開
催

と
な
り
、
６
名
の
先
生
方
の

素
晴
ら
し
い
ご
講
演
と
と
も

に
第
１
０
０
回
の
記
念
講
演

会
は
皆
の
記
憶
に
残
る
忘
れ

が
た
い
も
の
に
な
っ
た
。
開

催
に
あ
た
り
ご
尽
力
下
さ
い

ま
し
た
全
て
の
方
々
に
深
謝

致
し
ま
す
。

（
感
染
症
学

�

長
谷
川
直
樹　

64
回
）

　

全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
︲
19
）
が
猛
威
を
振
る
う

中
、
全
国
の
医
療
機
関
で

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
の
院

内
感
染
対
策
が
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（SARS-CoV-2

）
の

全
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
解
析

を
、
感
染
経
路
の
推
定
、
院

内
感
染
対
策
に
活
か
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
ウ

イ
ル
ス
株
の
系
統
樹
と
疫
学

調
査
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

院
内
で
感
染
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
、
院
外
（
市
中
）
で

感
染
し
た
の
か
と
い
う
感
染

経
路
の
推
定
が
可
能
と
な

り
、
院
内
感
染
対
策
の
有
効

性
も
評
価
で
き
る
こ
と
を
英

国
院
内
感
染
学
会
雑
誌
、

Journal�of�Hospital�
Infection

に
報
告
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ゲ
ノ
ム
は
一
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
で

あ
り
、
極
め
て
不
安
定
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
約
二
週
間

に
一
個
の
ペ
ー
ス
で
、
新
規

の
遺
伝
子
変
異
を
生
じ
、
ウ

イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
に
変
異
が
蓄

積
し
て
い
く
。
現
在
流
行
し

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
株
は
、
初
期
の
い
わ
ゆ
る

中
国
武
漢
株
と
比
べ
、
非
常

に
多
く
の
遺
伝
子
変
異
を
有

し
て
い
る
。
一
度
生
じ
た
遺

伝
子
変
異
は
自
然
に
は
元
に

戻
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
に
蓄

積
さ
れ
た
変
異
の
パ
タ
ー
ン

を
紐
解
く
こ
と
に
よ
り
、
ウ

イ
ル
ス
株
の
由
来
が
推
定
や

系
統
樹
が
作
成
可
能
と
な
る

（
下
図
）。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
の
呼
吸
器

内
科
、
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
用
に
患
者
か

ら
採
取
さ
れ
た
鼻
咽
腔
ぬ
ぐ

い
液
の
残
余
検
体
を
、
臨
床

よ
る
解
析
か
ら
着
手
し
た
。

　

現
在
で
は
、
公
開
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
世
界
中
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
変

異
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
逐

次
共
有
さ
れ
る
仕
組
み
が
稼

働
し
て
お
り
、
慶
應
義
塾
大

学
病
院
に
お
い
て
検
出
さ
れ

た
遺
伝
子
変
異
も
登
録
さ

れ
、
国
際
研
究
に
貢
献
し
て

い
る
。

　

本
研
究
で
用
い
た
解
析
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
公
開
し
、
自
由
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ

る
。
臨
床
検
査
会
社
へ
の
技

術
移
転
も
完
了
し
、
慶
應
義

塾
大
学
病
院
と
そ
の
関
連
施

設
で
、
実
際
に
院
内
感
染
対

策
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
用

さ
れ
て
い
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
天

谷
雅
行
医
学
部
長
、
北
川
雄

光
病
院
長
に
よ
り
先
導
さ
れ

る
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
ド

ン
ネ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ド

ン
ネ
ル
＝Donner

は
独
語

で
「
雷
」
の
意
味
。
学
祖
北

里
柴
三
郎
先
生
に
弟
子
が
つ

け
た
愛
称
）
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
。
北
里
先
生
は
百

年
前
、
ま
だ
病
原
体
が
同
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ペ
ス
ト

が
発
生
し
た
際
に
、
香
港
に

自
ら
乗
り
込
ま
れ
、
病
原
体

を
同
定
さ
れ
た
。
文
字
通
り

身
を
挺
し
て
感
染
症
対
策
を

行
わ
れ
た
北
里
先
生
が
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
を
目
前
に
さ
れ

た
ら
ど
う
対
応
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
か
。

　

北
里
先
生
の
教
え
に
従
い

基
礎
研
究
部
門
と
臨
床
部
門

が
連
携
す
れ
ば
、
こ
の
未
曽

有
の
危
機
を
必
ず
や
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
る
。

検
査
科
を
通
じ
て
提
供
を
受

け
た
。
分
子
生
物
学
教
室
の

塩
見
春
彦
教
授
、
岩
崎
由
香

准
教
授
、
石
津
大
嗣
講
師
が

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
で
シ
ー

ケ
ン
ス
を
行
っ
た
後
に
、
臨

床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー
で
開
発

し
た
ゲ
ノ
ム
情
報
の
解
析
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
系

統
樹
を
作
成
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
時
は
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う
と
い

う
、
文
字
通
り
、
手
弁
当
に

ＣＯＶＩＤ-19の
サイエンス

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
の
感
染
拡
大
に
よ
り
慶
應
義
塾
大

学
病
院
内
で
の
奮
闘
が
続
く
中
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

の
研
究
者
を
中
心
と
し
た
「
ド
ン
ネ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
２
０
２
０
年
4
月
に
発
足
。
臨
床
・
基
礎
一
体

型
の
研
究
チ
ー
ム
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
に
関
す
る
研
究

を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
生
ま
れ
た
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ドンネル
プロジェクト
from

足
立 

剛
也（
皮
86
回
）

国
際
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
）推
進
機
構

　
（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、フ
ラ
ン
ス
：
２
０
２
０
年
８
月
ま
で
）

シ
リ
ー
ズ
連
載

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
と
共
に
。海
外
で
働
く

第
３
回

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
の
感

染
再
拡
大
に
よ
り
日
本
の

医
療
体
制
が
逼
迫
し
て
い

る
中
、
海
外
に
お
け
る
状

況
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

本
企
画
を
立
ち
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
外
部

編
集
委
員
の
足
立
と
申
し

ま
す
。
私
は
２
０
１
５
年

よ
り
日
本
医
療
研
究
開
発

機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
立

ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と
し
て

出
向
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
５
年
強
の
出
向
を
終

え
、
現
在
皮
膚
科
臨
床
に

復
帰
し
て
お
り
ま
す
。
出

向
中
の
後
半
は
国
際
的
・

学
際
的
な
基
礎
研
究
費
を

助
成
す
る
国
際
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ

推
進
機
構
の
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
本
部
に
海
外
赴
任
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
夏

に
帰
国
す
る
ま
で
の
現
地

の
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
研
究
開
発
推
進
の
あ

り
方
を
含
め
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
10
月
末
頃

に
1
日
平
均
5
万
人
の
新

規
感
染
者
数
と
な
り
、
２

回
目
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
入
院
患
者

・
集
中
治
療
室
の
患
者
は

減
少
す
る
も
、
依
然
と
し

て
１
万
人
前
後
の
新
規
感

染
が
続
い
て
お
り
、
ク
リ

す
る
こ
と
で
、
30
年
余
り

の
歴
史
で
28
人
も
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
理

的
・
地
理
的
・
心
理
的
制

約
の
中
、
そ
れ
ま
で
面
識

が
な
く
専
門
分
野
も
異
な

る
海
外
の
研
究
者
と
英
語

で
知
り
合
う
の
は
困
難

で
、
特
に
、
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等

従
来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
で
は
「
無
駄
話

が
な
い
」
こ
と
が
大
き
な

妨
げ
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
年
７
月
米
国
大
使

館
、
在
シ
カ
ゴ
総
領
事

館
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

や
複
数
の
企
業
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
の
協
力
を
得

て
、
仮
想
現
実
を
含
む
Ｘ

Ｒ
（
ク
ロ
ス
リ
ア
リ
テ

ィ
）
技
術
を
活
用
し
た
学

術
会
議
「Japan�X

R�
Science�Forum�2020�in�
US�Midwest

」
を
主
催

致
し
ま
し
た
。
世
界
13
か

国
か
ら
研
究
者
と
そ
の
家

族
が
参
加
し
、
ア
バ
タ
ー

を
介
し
た
時
空
を
超
え
た

交
流
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
特
に
海
外
に
拠
点
を

構
え
る
日
本
人
研
究
者
と

我
が
国
の
研
究
者
と
の
間

で
新
た
な
国
際
共
同
研
究

に
発
展
す
る
な
ど
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
ア
カ
デ
ミ
ア
学
術

集
会
向
け
の
Ｘ
Ｒ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
支
援

（https://www.japanxr-
science-forum.org

）
も

始
ま
っ
て
お
り
、
既
に
様

々
な
学
会
で
活
用
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

逼
迫
す
る
我
が
国
の
医

療
体
制
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
直
接
の

面
会
制
限
を
含
め
た
さ
ら

な
る
感
染
対
策
は
必
須
と

な
り
ま
す
が
、
同
時
に
未

来
に
向
け
た
研
究
の
種
を

無
く
さ
な
い
た
め
、
上
記

の
よ
う
な
安
全
・
安
心
を

包
含
す
る
取
り
組
み
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

ス
マ
ス
や
年
末
年
始
に
向

け
て
、
夜
８
時
か
ら
の
夜

間
外
出
禁
止
、
日
中
１
日

１
回
３
時
間
ま
で
自
宅
周

辺
20
㎞
の
み
の
外
出
制

限
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
集
ま

る
際
は
大
人
最
大
６
人
ま

で
、
高
齢
者
等
と
面
会
す

る
場
合
は
５
日
前
か
ら
の

自
粛
隔
離
を
推
奨
す
る
な

ど
、
さ
ら
に
厳
し
い
制
限

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

直
接
医
療
の
現
場
に
は

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
回
目
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

中
夜
8
時
に
な
る
と
皆
が

窓
か
ら
顔
を
出
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
医
療
従
事
者
へ
の

大
き
な
拍
手
が
う
ね
り
の

よ
う
に
な
る
経
験
を
し
ま

し
た
。
当
時
日
本
で
は
医

療
従
事
者
に
対
す
る
心
な

い
声
が
あ
る
と
い
う
報
道

を
聞
い
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
の
で
、
そ
の
対
比
に

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
と
と
も
に
、
医
療
従
事

者
・
研
究
推
進
者
と
し
て

い
か
に
こ
の
状
況
に
寄
与

し
て
い
け
る
か
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
は
異
な
る
大

陸
、
異
な
る
分
野
の
研
究

者
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
、
出
口
戦
略
を
求
め
な

い
野
心
的
な
研
究
を
推
進

右�

上
：
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
用
に
採
取
さ
れ
た
鼻
咽
頭
拭
い
液
の
残
余
検
体
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
を
抽
出
し
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
用
い
て

遺
伝
子
配
列
情
報
を
決
定
す
る
。

右�

下
：�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
の
変
異
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
院
内
感
染
で
は

な
く
市
中
感
染
株
か
ら
の
感
染
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
た
例
。
医
療
従
事
者

A

の
変
異
パ
タ
ー
ン
は
、
入
院
患
者
株
と
は
全
く
異
な
り
、
市
中
感
染
株
に
近

く
、
新
た
にT26966T>A

の
み
が
加
わ
っ
て
い
た
。

左�

：
医
療
従
事
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
赤
）
が
発
生
し
た
場
合
に
、

通
常
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
、
院
内
の
感
染
者
（
緑
）
か
ら
の
二
次
波
及
で
あ
る
の

か
、
市
中
感
染
者
（
橙
）
か
ら
の
波
及
で
あ
る
の
か
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。

慶應医学賞授賞セレモニー・
受賞記念講演ウェビナー開催

第
25
回

　

慶
應
医
学
賞
は
世
界
の
医

学
・
生
命
科
学
の
領
域
に
お

い
て
医
学
を
中
心
と
し
た
諸

科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
顕

著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究
業

績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕
彰

し
て
い
ま
す
。
歴
代
受
賞
者

か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を

8
名
輩
出
し
て
お
り
、
国
内

の
大
学
に
お
い
て
他
に
類
を

見
な
い
顕
彰
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
は
「
革
新
的

な
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
開

発
に
よ
る
生
命
現
象
の
解

明
」
の
研
究
テ
ー
マ
に
よ
り

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学

研
究
所
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

宮
脇
敦
史
博
士
と
、「
シ
ン

グ
ル
セ
ル
解
析
技
術
か
ら
生

命
複
雑
系
の
理
解
へ
」
の
研

究
テ
ー
マ
に
よ
り
米
国
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業

Genentech�Research�and�
Early �Development

の
ア
ヴ

ィ
ヴ
・
レ
ゲ
フ
博
士
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
（
月
）
に
は
第

25
回
慶
應
医
学
賞
授
賞
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
と
も
な
い
、
医
学

賞
設
立
以
来
初
と
な
る
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
本
会

場
で
あ
る
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
の
２
号
館
11
階
大
会
議
室

と
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
レ
ゲ
フ
博
士
を
中
継
す
る

形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
長
谷
山
彰
塾
長
か
ら
開

会
の
挨
拶
と
受
賞
者
へ
の
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
宮
脇
博
士

と
レ
ゲ
フ
博
士
に
賞
状
と
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
両
博
士
か
ら
は
、

受
賞
に
対
す
る
喜
び
や
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
経
緯
、

研
究
に
関
わ
る
方
々
へ
の

謝
意
、
そ
し
て
今
後
の
研
究

へ
の
熱
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
竹
内
勤
常
任
理

事
、
天
谷
雅
行
医
学
部
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
受
賞

者
へ
の
祝
福
ム
ー
ド
に
つ
つ

ま
れ
て
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
12
月
９
日
に
は
ア

ヴ
ィ
ヴ
・
レ
ゲ
フ
博
士
の
受

賞
記
念
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

「C
ell�A

tlases�as�
Roadmaps�in�Health�and�
Disease

」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
博
士
は
、
一
度
に
数

千
の
遺
伝
子
機
能
を
包
括
的

に
解
析
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
病
態
と
関
連
す
る
新
し

い
細
胞
種
の
特
定
や
、
腫
瘍

組
織
に
お
け
る
細
胞
の
個
性

や
つ
な
が
り
を
解
明
す
る
新

し
い
計
算
手
法
を
確
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
国
際
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
「Human�Cell�

Atlas

（
ヒ
ト
細
胞
地
図
（
ア

ト
ラ
ス
）
計
画
）」
を
牽
引

す
る
レ
ゲ
フ
博
士
な
ら
で
は

の
最
先
端
か
つ
情
熱
的
な
講

演
は
参
加
者
を
圧
倒
し
ま
し

た
。

　

12
月
16
日
に
は
宮
脇
敦
史

博
士
の
受
賞
記
念
オ
ン
ラ
イ

ン
講
演
「Casting�Light�

on�Life

」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宮
脇
博
士
は
、
第
９
回

慶
應
医
学
賞
受
賞
者
で
も
あ

り
、
そ
の
後
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
の
受
賞
者
と
な
っ
た
故
ロ

ジ
ャ
ー
・
ツ
ェ
ー
ン
博
士
に

師
事
さ
れ
ま
し
た
。
宮
脇
博

士
は
独
創
的
で
革
新
的
な
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
開
発
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
度
々
世
界

を
驚
か
せ
て
き
ま
し
た
。
博

士
の
開
発
さ
れ
た
様
々
な
生

命
情
報
の
可
視
化
技
術
は
、

遺
伝
子
解
析
に
必
要
不
可
欠

な
技
術
で
あ
り
ポ
ス
ト
ゲ
ノ

ム
時
代
の
科
学
に
も
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

分
野
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

現
在
も
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
を
続
け
て
い
る
博
士

な
ら
で
は
の
講
演
に
、
多
く

の
聴
衆
が
釘
付
け
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
博
士
は
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
の
卒
業

で
、
25
年
の
慶
應
医
学
賞
歴

史
に
お
い
て
御
子
柴
克
彦
先

生
（
第
３
回
医
学
賞
受
賞

者
、
現
上
海
科
技
大
学
教

授
）
に
次
ぐ
二
人
目
の
義
塾

出
身
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
に
対
応
し
、
両
受
賞
者
の

講
演
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世

界
に
向
け
て
公
開
し
ま
し

た
。
2
日
間
で
世
界
各
国
か

ら
延
べ
６
０
０
人
以
上
が
講

演
に
参
加
し
、
新
し
い
形
の

受
賞
記
念
講
演
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
講

演
は
、
今
後YouTube
で
配

信
さ
れ
る
予
定
で
す
。

11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
授
賞
セ
レ
モ
ニ
ー
。

レ
ゲ
フ
博
士
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中
継　
　


